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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第136期

第２四半期
連結累計期間

第137期
第２四半期
連結累計期間

第136期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 14,058,909 15,201,794 30,457,836

経常利益 （千円） 766,558 693,192 1,522,930

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 752,398 522,080 1,326,615

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 301,054 729,210 2,011,476

純資産額 （千円） 21,130,685 23,289,514 22,700,724

総資産額 （千円） 30,289,999 32,236,857 32,546,330

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 32.16 22.31 56.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.8 72.2 69.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 206,930 1,273,362 1,236,539

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △77,016 △886,409 △998,057

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,326,317 △813,515 △1,181,316

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,362,818 4,603,291 4,940,790

 

回次
第136期

第２四半期
連結会計期間

第137期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.73 10.68

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策を背景に企業業績や雇用環境の緩やかな

回復基調が見られました。一方、海外においてはASEAN及び中国市場の景気減速により、株式市場が大きく変動す

るなど依然として先行き不透明の状況が続いております。

当社グループでは、７月に当社原町工場（福島県南相馬市）内にゴルフシャフトを製造する建屋を改築し稼働し

ており、また連結子会社安吉藤倉橡膠有限公司（中国・浙江省）において第二工場を建設中です。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は152億１百万円（前年同四半期比8.1％増）、営業

利益は６億３千８百万円（前年同四半期比3.4％増）、経常利益は６億９千３百万円（前年同四半期比9.6％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は５億２千２百万円（前年同四半期比30.6％減）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりです。

① 産業用資材

工業用品部門は、引き続き海外において自動車関連部材の売上が好調だったものの、国内においては生産

量が減少したため増収減益となりました。制御機器部門は、液晶・半導体関連製品及び医療関連製品の受注

が好調に増加したため増収増益となりました。電気材料部門は、電力・情報通信関連製品の受注が減少した

ため減収となったものの、生産性の改善に努め増益となりました。

この結果、売上高は94億１千８百万円（前年同四半期比7.7％増）、営業利益は５億９千２百万円（前年同

四半期比23.6％増）となりました。

② 引布加工品

引布部門は、引き続き一部の自動車関連製品の受注が低迷したため減収減益となりました。印刷機材部門

は、国内及びアジアでの拡販が進み、印刷用ブランケットの受注が増加したため増収増益となりました。加

工品部門は、舶用品の販売数量は増加したものの、品種構成の変化により増収減益となりました。

この結果、売上高は24億１千７百万円（前年同四半期比10.1％増）、営業利益は６千５百万円（前年同四

半期比2.3％増）となりました。

③ スポーツ用品

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、新製品『Speeder EVOLUTIONⅡ』の販売がスタートし、ゴルフ工房限定

製品『PLATINUM Speeder』、『ONYX Speeder』の販売も好調に推移していることから増収増益となりまし

た。アウトドア用品部門は、自然災害の影響もあり、主力の『キャラバンシューズ』の販売が減少したこと

により減収減益となりました。

この結果、売上高は31億２百万円（前年同四半期比8.6％増）、営業利益は２億２百万円（前年同四半期比

25.4％減）となりました。

④ その他

物流部門は、荷動きが活発になったことに加え、原油安の効果により燃料経費が減少したため増収増益と

なりました。

この結果、売上高は２億６千３百万円（前年同四半期比1.6％増）、営業利益は３千５百万円（前年同四半

期比8.3％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第２四半期連結累計期間

に比べ２億４千万円増加（前年同四半期比5.5％増）し、46億３百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は12億７千３百万円となりました。これは主に

「たな卸資産の増減額」が減少したものの、「税金等調整前四半期純利益」を計上したことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は８億８千６百万円となりました。これは主に

「有形固定資産の取得による支出」によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は８億１千３百万円となりました。これは主に

「短期借入金の純増減額」が減少したことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更、及び新たに発生した

事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６億４千５百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境の中で、経営成績に重要な影響を与える要因は、特定の産業への依存、為替変

動、資源価格変動、海外事業リスク、自然災害、環境・安全への配慮であります。

これらの状況を踏まえて、新事業、新製品、マーケットの拡張による収益構造の強化、技術開発への積極的な投

資、為替管理の強化や生産・販売体制の見直し、生産体制の効率化によるコストダウン、危機発生時にも事業活動

を継続できる危機対応能力の向上、環境負荷物質を使用しない製品の開発と供給を進めております。

また、原材料価格・為替の動向を注視しながら真のグローバル企業を目指し、引き続き世界的規模での企業活動

を続け、当社グループの企業価値を高めてまいります。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契

約を締結しております。

 

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　経営者の問題認識と今後の方針につきましては、（5）に記載のとおりであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,446,209 23,446,209
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,446,209 23,446,209 ― ―

 
 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
― 23,446,209 ― 3,804,298 ― 3,207,390

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フジクラ 東京都江東区木場１－５－１ 47,763 20.37

富国生命保険相互会社 東京都千代田区内幸町２－２－２ 9,500 4.05

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台３－９ 8,745 3.73

藤倉化成株式会社 東京都板橋区蓮根３－20－７ 5,698 2.43

藤倉航装株式会社 東京都品川区荏原２－４－46 5,152 2.20

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 4,180 1.78

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２－１－１ 4,008 1.71

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２－２－１ 3,690 1.57

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 3,500 1.49

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 2,131 0.91

計 － 94,367 40.25
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      48,900
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  23,378,800 233,788 ―

単元未満株式 普通株式      18,509 ―
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 23,446,209 ― ―

総株主の議決権 ― 233,788 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数30個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉ゴム工業

株式会社

東京都江東区有明

三丁目５番７号

ＴＯＣ有明

48,900 ― 48,900 0.21

計 ― 48,900 ― 48,900 0.21

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,940,790 4,603,291

受取手形及び売掛金 8,626,422 8,394,317

有価証券 400,000 －

商品及び製品 2,069,159 2,328,827

仕掛品 2,096,376 2,210,411

原材料及び貯蔵品 622,888 679,818

その他 1,254,968 921,715

貸倒引当金 △22,563 △24,571

流動資産合計 19,988,043 19,113,809

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,832,135 4,110,062

機械装置及び運搬具（純額） 2,849,971 2,965,694

土地 3,185,468 3,186,244

建設仮勘定 467,337 567,548

その他（純額） 285,754 385,557

有形固定資産合計 10,620,668 11,215,108

無形固定資産   

ソフトウエア 73,580 84,549

その他 231,628 245,393

無形固定資産合計 305,209 329,942

投資その他の資産   

投資その他の資産 1,695,422 1,650,976

貸倒引当金 △63,012 △72,981

投資その他の資産合計 1,632,410 1,577,995

固定資産合計 12,558,287 13,123,047

資産合計 32,546,330 32,236,857
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,689,522 2,509,808

短期借入金 3,590,907 3,159,651

未払法人税等 59,553 112,788

賞与引当金 328,677 329,771

その他 1,359,225 1,322,192

流動負債合計 8,027,886 7,434,213

固定負債   

長期借入金 250,000 20,000

環境対策引当金 33,738 33,738

退職給付に係る負債 804,906 687,195

資産除去債務 20,800 20,800

その他 708,275 751,395

固定負債合計 1,817,720 1,513,129

負債合計 9,845,606 8,947,342

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,212,485 3,212,485

利益剰余金 14,110,384 14,492,080

自己株式 △20,084 △20,120

株主資本合計 21,107,082 21,488,743

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 334,992 283,156

繰延ヘッジ損益 △138 △240

為替換算調整勘定 1,460,218 1,631,117

退職給付に係る調整累計額 △201,431 △113,262

その他の包括利益累計額合計 1,593,641 1,800,770

純資産合計 22,700,724 23,289,514

負債純資産合計 32,546,330 32,236,857
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 14,058,909 15,201,794

売上原価 10,691,875 11,519,862

売上総利益 3,367,034 3,681,932

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 194,080 219,236

給料及び手当 858,838 960,275

賞与引当金繰入額 103,811 94,262

退職給付費用 54,672 48,659

減価償却費 62,902 68,339

研究開発費 294,230 338,238

その他 1,181,072 1,314,533

販売費及び一般管理費合計 2,749,608 3,043,544

営業利益 617,425 638,387

営業外収益   

受取利息 9,736 10,447

受取配当金 16,433 29,655

受取賃貸料 15,676 19,913

為替差益 72,118 22,894

その他 92,889 59,945

営業外収益合計 206,854 142,856

営業外費用   

支払利息 11,294 11,101

賃貸収入原価 5,540 7,129

固定資産除却損 17,093 2,759

固定資産廃棄損 － 24,001

その他 23,793 43,060

営業外費用合計 57,720 88,052

経常利益 766,558 693,192

特別利益   

受取補償金 243,673 －

特別利益合計 243,673 －

税金等調整前四半期純利益 1,010,232 693,192

法人税、住民税及び事業税 186,081 127,459

法人税等調整額 71,751 43,652

法人税等合計 257,833 171,111

四半期純利益 752,398 522,080

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 752,398 522,080

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △724 △51,836

繰延ヘッジ損益 △2,837 △102

為替換算調整勘定 △446,479 170,899

退職給付に係る調整額 △1,303 88,169

その他の包括利益合計 △451,344 207,129

四半期包括利益 301,054 729,210

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 301,054 729,210
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,010,232 693,192

減価償却費 482,807 579,522

のれん償却額 2,706 3,270

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,368 11,696

賞与引当金の増減額（△は減少） 341 818

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △32,734 27,148

受取利息及び受取配当金 △26,169 △40,103

支払利息 11,294 11,101

為替差損益（△は益） △82,798 △33,098

有形固定資産除却損 17,093 2,759

受取補償金 △243,673 －

売上債権の増減額（△は増加） △281,125 288,431

たな卸資産の増減額（△は増加） △483,923 △402,127

前払費用の増減額（△は増加） △14,018 △31,931

その他の流動資産の増減額（△は増加） 305,189 301,735

仕入債務の増減額（△は減少） △237,169 △215,311

未払金の増減額（△は減少） 130,538 182,299

未払費用の増減額（△は減少） 27,078 △21,613

その他の流動負債の増減額（△は減少） △14,025 351

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,457 △47,464

その他の固定負債の増減額（△は減少） 65,828 △4,883

その他の負債の増減額（△は減少） △27,953 14,589

その他 1,221 9,222

小計 608,651 1,329,607

利息及び配当金の受取額 24,695 43,886

利息の支払額 △11,294 △11,101

補償金の受取額 243,673 －

法人税等の支払額 △658,795 △89,029

営業活動によるキャッシュ・フロー 206,930 1,273,362
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 700,000 400,000

有形固定資産の取得による支出 △665,609 △1,188,261

無形固定資産の取得による支出 △51,360 △38,352

投資有価証券の取得による支出 △83 △106

貸付けによる支出 △81,172 △55,208

貸付金の回収による収入 12,659 76,373

その他の支出 △10,938 △85,578

その他の収入 19,488 4,724

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,016 △886,409

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △926,187 △377,713

長期借入金の返済による支出 △255,584 △285,584

自己株式の取得による支出 － △35

配当金の支払額 △139,367 △140,060

リース債務の返済による支出 △5,178 △10,122

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,326,317 △813,515

現金及び現金同等物に係る換算差額 33,728 89,062

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,162,675 △337,499

現金及び現金同等物の期首残高 5,525,494 4,940,790

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,362,818 ※ 4,603,291
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させる

ため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　輸出為替手形割引残高

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

輸出為替手形割引残高 10,889 16,416

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下

記　のとおりであります。

                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位 : 千円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 4,362,818 4,603,291

預入期間が３か月を超える定期預金 　　　　－ 　　　　－

現金及び現金同等物 4,362,818 4,603,291
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 140,384 6 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月12日

取締役会
普通株式 140,384 6 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 140,384 6 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月12日

取締役会
普通株式 140,383 6 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

藤倉ゴム工業株式会社(E01094)

四半期報告書

14/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２ 産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他

売上高        

外部顧客への売上高 8,748,132 2,195,512 2,855,717 259,547 14,058,909 － 14,058,909

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 63,079 63,079 △63,079 －

計 8,748,132 2,195,512 2,855,717 322,626 14,121,989 △63,079 14,058,909

セグメント利益 479,794 63,817 271,433 32,976 848,021 △230,596 617,425

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去134千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△230,730千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に

かかる費用であります。

　　　２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２ 産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他

売上高        

外部顧客への売上高 9,418,127 2,417,490 3,102,602 263,573 15,201,794 － 15,201,794

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 59,541 59,541 △59,541 －

計 9,418,127 2,417,490 3,102,602 323,115 15,261,335 △59,541 15,201,794

セグメント利益 592,917 65,267 202,505 35,723 896,413 △258,026 638,387

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去197千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△258,223千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に

かかる費用であります。

　　　２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32円16銭 22円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
752,398 522,080

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
752,398 522,080

普通株式の期中平均株式数（株） 23,397,343 23,397,332

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成27年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………140,383千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月４日

（注）　平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

藤倉ゴム工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　　　学　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊　藤　　正　広　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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